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•以下の流れで最後に1つの研究テーマを紹介
1. ヒトの脳の認知機能︓⽂字を例に
2. Bayesian Attractor Model（BAM）
3. ⽣体情報を⽤いたストレス推定

•研究内容、それ以外の質問等、いつでもOK
•⾒学会当⽇は発表者の顔が同時に映る予定です
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いつでも待機していますが
もし反応がなければお声がけください



ヒトの脳の認知機能︓⽂字を例に
• 少量のデータで判断

• 同じ⽂字を何千回も学習する必要はない

• 不正確な情報から判断
• ⽂字の形が多少崩れていても読める

• 環境変化に対応
• 新しい⽂字もすぐに覚えられる

あ ⽂
あ い
う
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Bayesian Attractor Model (BAM)[1]

• ⼈間の脳を模倣した意思決定モデル
• 観測情報を基に、事前に設定した選択肢から適切なものを選択

• 観測情報から⼀定時間毎にベイズ推定で事後確率密度 𝑃を更新
• 確信度 (選択肢の事後確率) が閾値を超えた選択肢を採⽤

[1] S. Bitzer, J. Bruineberg, and S. J. Kiebel, “A Bayesian Attractor Model for Perceptual Decision Making," PLOS Computational Biology, vol. 11, Aug. 2015.

ベイズ推定
内部状態

確信度

𝝓! 𝝓"
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𝜙! の確信度が閾値を超えたら
選択肢 𝜙! を採⽤

観測情報
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⽣体情報を⽤いたストレス推定

統合処理

学習

ストレス状態
の判断

被験者に共通するストレス
推定に有⽤な⽣体情報を

選択し、統合

⽣体情報 体温 ⼼電図 呼吸 Etc.

BAMBAMBAM
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